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磁気異方性はあるがS = 1と小さいので、単分子磁石の応用は少ない。 
本研究では、基底 S = 3の Ni三核錯体の磁性を調査した。主要骨
格を図 1に示した。[Ni3L3(OH)(X)](ClO4) (L = 2-[(3- dimethylamino 






て、HDC = 1000 Oeを印加したときに緩やかな磁化反転が観測
された。パルス磁化測定（図 2）や HF-EPR により単分子磁
石性を明らかにした。また、 [Ni3L3(OH)(X)](Y) (X = OCN, Y = 










【謝辞】試料提供では Ghosh 教授(Calcutta 大学)、宮本准教授（立教大学）、HF-EPR およびパ
ルス磁化の測定では野尻教授（東北大学金属材料研究所）に感謝申し上げます。 
1) Miyamoto, K.; Koizumi, R.; Horn, E.; Fukuda, Y. Z. Kristallogr. NCS 2005, 220, 226. 
 
図 2 ２のパルス磁化測定 
図 1 主要骨格 
